
—　�　——　�　—

広陵町議会だより　　70号

●

山
田
光
春
　

議
員
●

　

労
働
審
判
で
「
不
当
解
雇
」
が
決
定

　

社
協
の
公
金
を
裁
判
で
使
う
な

　
　

社
協
（
会
長 

平
岡
町
長
）
の
デ
イ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
運
転
手
を
さ
れ
て
い
た
Ｉ
氏

は
、
昨
年
の
町
長
選
挙
で
Ｙ
氏
側
の
応
援

を
し
た
と
し
て
解
雇
さ
れ
た
こ
と
が
納
得

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
奈
良
地
裁
に
労
働

審
判
手
続
申
請
書
を
提
出
し
た
。
社
協
も

奈
良
地
裁
に
陳
述
書
・
答
弁
書
を
提
出
。

２
回
目
の
労
働
審
判
（
平
成
22
年
３
月
31

日
）
で
「
不
当
解
雇
」
が
結
審
し
、
主
文

で
社
協
に
対
し
て
運
転
手
と
55
万
円
で
和

解
せ
よ
と
決
定
。
し
か
し
、
社
協
は
不
服

と
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す
る
。
平
成
22

年
６
月
15
日
新
た
な
裁
判
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
①
事
件
の
内
容
と
そ
の
経
過

説
明
を
求
め
る
。
②
労
働
審
判
で
運
転
手

に
55
万
円
を
支
払
な
さ
い
と
命
じ
た
の

は
社
協
に
不
当
解
雇
の
非
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
③
社
協
は
和
解
案
を
拒
否
し
た
そ
の

理
由
は
。
④
町
長
選
挙
に
絡
む
解
雇
事
件

は
他
に
も
あ
る
。
権
力
の
乱
用
で
は
な
い

の
か
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

　
　
　
　
　

労
働
審
判
は
非
公
開
で
あ

り
、
現
在
も
係
争
中
で
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

係
争
中
だ
か
ら
答
え
ら
れ
な
い
と
い

う
だ
ろ
う
が
、
労
働
審
判
で
最
終
結
審
が

不
当
解
雇
と
出
て
い
る
。
事
実
を
話
す

べ
き
だ
。
町
長
選
挙
で
相
手
側
の
選
挙
運

動
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
解
雇
し
た
事
件

で
、
平
岡
町
長
自
身
の
個
人
的
な
問
題
だ
。

こ
ん
な
裁
判
で
社
協
の
公
金
を
使
う
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
。
社
協
の
運
転
手
で
あ

り
準
公
務
員
だ
か
ら
選
挙
運
動
は
ダ
メ
と

の
理
由
で
解
雇
さ
れ
た
。
一
方
、
準
公
務

員
と
し
て
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
働
い
て
お

ら
れ
た
Ｗ
氏
は
、
町
長
選
挙
の
時
は
、
元

気
な
広
陵
を
創
る
会
・
平
岡
仁
後
援
会
会

報
の
編
集
者
と
し
て
、
選
挙
を
手
伝
っ
て

お
ら
れ
た
。
そ
の
時
は
、
解
雇
せ
ず
公
然

と
選
挙
運
動
を
手
伝
わ
せ
、
敵
の
候
補
者

の
運
動
を
手
伝
う
と
す
ぐ
に
解
雇
す
る
。

あ
ま
り
に
も
勝
手
す
ぎ
る
。
そ
の
後
、
Ｗ

氏
は
衆
院
選
挙
で
町
長
が
応
援
し
て
い
な

い
候
補
者
の
運
動
を
し
た
か
ら
と
の
理
由

で
解
雇
さ
れ
た
。
ま
さ
に
権
力
の
乱
用
だ
。

説
明
を
求
め
る
。
裁
判
が
始
ま
っ
た
が
最

終
審
判
を
公
表
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　

訴
訟
は
法
廷
で
公
開
で
す
。
決

定
が
出
れ
ば
社
協
の
理
事
会
等
で
説
明

し
、
所
要
の
経
費
も
承
認
い
た
だ
い
て
お

る
の
で
、
最
終
的
に
決
定
が
出
た
ら
ど
う

対
応
す
る
か
報
告
す
る
。

◦
そ
の
他
の
質
問
事
項

　

◦
水
道
料
金（
基
本
料
金
）を
改
定
せ
よ

　

◦
当
面
の
町
の
施
策
・
行
政
課
題
に
つ

　
　

い
て
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が
ん
検
診
率
の
向
上
を

　
　

日
本
は
世
界
有
数
の
「
が
ん
大
国
」
で

あ
る
反
面
、
国
民
の
命
を
守
る
が
ん
対
策

で
は
、い
ま
だ
に
「
後
進
国
」。「
が
ん
対
策

基
本
計
画
」
で
は
２
０
１
１
年
度
ま
で
に
、

受
診
率
「
50
％
以
上
」
の
目
標
。
①
昨
年
度

の
取
り
組
み
は
。
②
新
年
度
の
取
り
組
み

は
。
③
が
ん
検
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。
④
子
宮
頸け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
公

費
助
成
は
。

　
　
　
　
　

①
前
年
度
と
比
べ
て
、４
０
０

人
近
く
増
加
し
た
。
②
新
年
度
も
無
料

ク
ー
ポ
ン
と
健
康
手
帳
を
配
付
。
③
未
受

診
者
に
対
し
て
、
勧
奨
通
知
を
発
送
し
、
保

健
推
進
員
の
保
健
活
動
と
し
て
、
普
及
啓

発
を
実
施
。
④
「
健
康
教
育
」
の
実
施
や

医
師
会
等
と
調
整
。

　

子
ど
も
読
書
環
境
の
更
な
る

　

充
実
を

　
　

今
年
は
「
国
民
読
書
年
」
で
す
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育

み
、
視
野
を
広
げ
る
読
書
環
境
の
更
な
る

充
実
を
期
待
し
伺
い
ま
す
。
①
我
が
町
の

子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
の
実
態
は
。
②

読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
人
材
育
成
の
取
り
組
み
は
。

③
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
の

実
施
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

①
図
書
館
を
中
心
に
そ
れ

ぞ
れ
の
園
、
校
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
を
進
め
て
い
る
。
②
図
書
館
で
は
、

毎
月
１
回
読
書
会
を
行
っ
て
い
る
。
本
の

読
み
聞
か
せ
人
に
な
っ
て
い
た
だ
く
、
図

書
館
講
座
を
実
施
。
③
実
施
予
定
は
な
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
推
進
で
安
心

　

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
　

我
が
町
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
と

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
」
普
及
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。
①
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所

を
示
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
。
②
「
い

ざ
と
い
う
時
に
」
使
え
る
た
め
の
講
習
会

の
実
施
状
況
は
。
③
保
育
園
・
幼
稚
園
こ

そ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
必
要
で
は
。
④
バ
ッ

テ
リ
ー
な
ど
の
点
検
実
施
は
。

　
　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
町
が
設
置
し
た
17

箇
所
を
含
め
町
内
で
は
合
計
36
箇
所
設

置
。
①
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
。
②

役
場
職
員
・
教
職
員
は
ほ
ぼ
受
講
済
み
。

③
有
効
性
確
認
の
上
、
順
次
設
置
。
④
定

期
的
に
交
換
し
て
い
る
。
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